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A(E)ej E, B(E)Et,入2f(mv)n n,…_.入2f(my)4汀 ~'｢､~′ 4汀 rnv, (14)
となる.但し我々はZv-1とおいた.系が不安定であることを反映して有効作用が複素になるこ
とに注目してもらいたい2.B(i)に比例するこの純虚の項は変数 の取り替え◎古-◎右に関して偶
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はなく全体系のトレー スをいっきに考えているのである (式 (7)).更に言えば,我々が得た
Leeモデルの根源的散逸性は,Leeモデルが1ループで厳密に解けるという事に基づいて導か
れたものであって,相関関数のBBGKY連鎖を途中で切るような慈意的なことは何もしてい
ない.
最後に我々の仕事をまとめよう.我々は不安定Leeモデルをin-in形式の場の理論に基づいて
解析し,福射補正された有効作用 (式(8))や有効-ミルトニアン (式(23))を得た.この有効作
用からはV粒子に対するランジュバン方程式を得た (式(18)).ここに,減衰と揺らぎの効果があ
からさまに入っていた.一方有効-ミルトニアンからは我々は常に増大するエントロピーを見出し
た.これらの不可逆性や散逸性は初めの裸のハミルトニアン(式(1))にはあからさまに現れてい
なかった.しかし予言可能な理論を構築するために,我々は転射補正 (ダイナミカル写像と読み替
えてもよい)を取り入れて漸近場を記述する事を余儀なくされたのである.この転射補正の過程を
通じて,不可逆性や散逸性があからさまになる有効ハミルトニアン･有効作用が自動的に出てきた
のである.表面的にはこの梅射補正は平均をとる操作だと見なせる.この平均操作が散逸性を導い
たのであるが,これは普通の平均操作とは違って何ら慈意的な物が入る余地がない.だから我々が
得た不安定Leeモデルの散逸性は系に根源的なものだと結論できるのである.
我々の導いたエントロピーの増大は,量子相関を壊す,式(23)の最後の項に由来している.こ
の項は場◎+と場◎_との干渉から生ずる.この事をちゃんと記述できる形式がin-in形式の場の理
論なのである.このように,不可逆性は通常のヒルベルト空間の中で完壁に記述できてしまう.も
し散逸性を波動関数で書き切ろうとするなら,そのノルムが零になったりする不都合が出てきてし
まうが,混合状態を許す密度行列でかけば,散逸牲にもかかわらず確率はちゃんと保存するのであ
る.
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